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（開示事項の経過）構造改革の進捗状況に関するお知らせ 

当社は、厳しい収益状況から脱却し収益基盤を強化するとともに、市場環境の変化に対応し

た新しい販売体制・顧客サービスを提供するために、平成 29 年３月 16 日に「構造改革の実施

に関するお知らせ」を公表いたしました。今般その進捗状況について、下記のとおりお知らせ

いたします。 

記 

１.構造改革の概要と進捗状況 

（１） 市場規模に合った戦略的営業体制 

・概要（計画） 

包括的な営業体制から細分化したエリア別に市場分析を行い、市場の将来性を見据えた

戦略的な営業店及び出張所の配置、経営資源の投下を行います。 

１拠点当たりの収益力を強化するためのドミナント戦略を構築し、基幹営業店を基軸に

コンパクトで理想的な営業店や出張所体制を確立することで、より営業活動に集中できる

体制を目指します。 

・結果及び進捗状況 

エリア別の市場分析を基に、平成 29 年４月に営業店及び出張所の配置転換と基幹営業店

への経営資源の投下を行いました。 

１拠点当たりの収益力は既に強化されつつありますが、一部のエリアにおいては新たな

課題が発生しているため、ドミナント戦略の再構築を検討しております。 

基幹営業店においては事業計画通りに機能しており、事務的業務が軽減された営業店お

よび出張所は営業活動に集中できる体制となりました。これにより、前年に比べ営業効率

は大きく向上しております。 

（２） 商品の流通・物流の抜本的な見直し 

・概要（計画） 

現在の複雑化した商品の受注や発注システム及び在庫管理を見直し簡素化いたします。

商品の発注・在庫コントロールを物流センターで一元管理する仕組みを構築いたします。

これにより、営業店における業務軽減や全社的な在庫ロスを防ぎ、トータル的なコスト削

減を目指します。 

・結果及び進捗状況 

平成 29 年 10 月の実用化を目指し、物流改革のプロジェクトチームを立ち上げ、新シ

ステムの構築作業に取り組んでおります。 

受注や発注に関しましては、既に平成 29 年６月より新方式の運用を開始しており、基

幹営業店及び営業店・出張所の業務の軽減がなされております。 
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２.今後の見通し 

上記のとおり、現在、当社の構造改革は着実に進捗しており、今後さらなる改革を実施して

いく所存であります。本件に伴う業績の影響につきましては、平成 29 年５月 12 日公表いたし

ました「平成 29 年３月期決算短信」の平成 30 年３月期業績予想にも寄与しております。 

 

以 上 
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